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地域共生社会推進事業担当の関わる4つの事業

②福祉カレッジの開催

③福祉のまちづくり委員会

福祉のまちづくり協議委員会の設置/運営

①コミュニティソーシャル
ワーカーによる支援
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④ふらっとなんぶの運営
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エリアの分け方は、地域包括支援センターの圏域と同じ
日常生活圏域を用いています

こまえ苑エリア

(岩戸北、岩戸南、猪方、駒井町)

あいとぴあエリア

こまえ正吉苑エリア
(和泉本町、東野川、西野川)

(中和泉、西和泉、元和泉、東和泉)

担当地域
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・ふらっとなんぶ
管理/運営

コミュニティソーシャルワーカーの役割と配置

野木

小林

中山

鈴木

資料２



つなげる機能

高齢者分野

障がい者分野

子ども分野

生活困窮分野

分野を
問わな
い相談

CSW

町会・自治会・市民団体等

作り出す機能

対象を定めない 個別支援 個別支援
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コミュニティソーシャルワーカーの役割

個別支援 地域支援
公的なサービスや地域の支援だけでは解決しきれないニーズ
や課題を受け止め、対象者に寄り添いながら解決に向けた支
援を行う。

関係機関や団体等と連携・協力をしながら、地域の課題解決
力が向上するよう取り組む。そして支援を通じて蓄積された
情報やノウハウをもとに、『新たなサービスの提案』や『新
しい支え合いの仕組みづくり』、『ネットワークの形成』を
行う。

資料２



【個別支援】相談内容別対応数（単位：件）
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その他

ゴミ屋敷

依存症

過敏症

障がい(知的)

医療

生活困窮

非行

寄付ボランティア

近隣トラブル

高齢(介護保険)

居場所

障がい(身体)

高齢(介護保険以…

こども（未成年）

障がい(発達)

不登校

外国籍

障がい(精神)

ひきこもり

実数 延べ数
令和６（2024）年4月1日～令和７（2025）年3月31日

※その他…住環境や暮らしの不便さ、家族間トラブル、など
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エリア別対応実数

【個別支援】（単位：人） 【地域支援】（単位：件）
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28

47

32
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あいとぴあエリア

こまえ苑エリア

こまえ正吉苑エリア

不明・狛江市外

12

11
12

11

あいとぴあエリア狛江市全域

こまえ正吉苑エリア
こまえ苑エリア

令和６（2024）年4月1日～令和７（2025）年3月31日

資料２



【障がい分野に関すること】

①20代男性/発達障がい（家族から） ひきこもりの息子の相談。家族以外で接点を持てる人や、社会復帰

のための支援をしてほしい。

②20代女性/知的障がい（支援者から） 就労支援事業所に通っていたが、新型コロナウイルスの影響で

中断。自宅以外で過ごせる場を知りたい。

③障がいの子どもがいる外国籍世帯（支援者から） 子どもに障がいがあり

担当しているが、両親からは障がい分野とは異なる相談を受けているので、

一緒に支援に関わってほしい。
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コミュニティソーシャルワーカー 個別支援事例
資料２



「Care&Cure(ケア＆キュア)」 
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主に高齢者を対象にした日常生活支援のサービス。

15分単位で300円から依頼が可能。

障がい者の就労訓練の一環とともに、高齢者の日常生活支援以外

にも障がい理解の向上にも繋がる。

実施運営は世田谷の就労継続支援Ｂ型事業所「TODAY喜多見」

コミュニティソーシャルワーカー 地域支援事例
資料２



「ストレートロード」

9

ひきこもりの方の「自分と同じような方と分かち合う場

が欲しい」という声から生まれた、生きづらさを抱えた方

の語らいの場。対象は市内外問わず18歳以上の生きづ

らさを抱えた方。月1回ふらっとなんぶにて開催。

コミュニティソーシャルワーカー 地域支援事例
資料２
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個別支援(その他)

・(地域住民から)隣家の樹木が伸びていて困っている。

・(地域住民から)近隣の洗濯物の強いにおいに悩まされ、体調や生活面で困っている。

地域支援

・家主からの相談で自宅の空きスペースを地域開放

→「よしこさん家」

・生きづらさをかかえた大学生からの相談で、若者の居場所の立ち上げ支援

→若者の居場所「タルトタタン」※現在はふらっとなんぶにて開催

・ひきこもりや不登校の子を持つ家族のための居場所づくり

→ひきこもり家族会「かめのよりみち」※現在はよしこさん家にて開催

コミュニティソーシャルワーカー 支援事例
資料２
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【基礎講座】 【ステップアップ講座】

講義名 内容

障がいはどこ
にある？

障がい当事者の
話から暮らしや
すい地域づくり
の視点を学ぶ。

多文化共生の
理解

地域で暮らす外
国人の現状と、
外国人を支える
地域活動につい
て学ぶ。

認知症になっ
ても安心して
暮らせるまち

自分や家族が認
知症になっても
暮らしやすいま
ちにするために、
地域でできるこ
とを学ぶ。

講義名 内容

いろいろな障
がいを知ろう
①

精神障がいにつ
いて学ぶ。

いろいろな障
がいを知ろう
②

身体障がいと知
的障がいについ
て学ぶ。

障がい者の生
活

障がい者の日常
生活や余暇活動
等について学ぶ。

高齢、障がい、外国籍問題やひきこもりなど様々な福

祉分野や福祉課題を横断的に学ぶカリキュラムを組み

開催。

１つのテーマについて、専門的かつ実践的に学べるカ

リキュラムを組み開催。2024年、2025年は「障が

い」をテーマとして実施。

福祉カレッジ
資料２
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「わたしたちはここにいるよプロジェクト」

福祉カレッジ修了生の発案から生まれた、イベント、ワークショップ、交流会などを通して障がい理解や交

流を深めることをめざした活動。現在は市民団体化され、定期的に泉の森会館などでパラアート展等を

開催している。

提案資料原案 関係者を交えた会議
展示会の開催

福祉カレッジ
資料２
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福祉のまちづくり委員会、福祉のまちづくり協議委員会、
資料２
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福祉のまちづくり委員会

地域住民がそれぞれの地域課題について協議検討し、課題解決に向けて取り組む仕組みとして、狛
江市内の3つのエリアごとに会を設置。

＜こまえ苑エリア＞

いこいねっと
＜あいとぴあエリア＞

和泉手つなぎ会
<こまえ正吉苑エリア>

のがわのわ

資料２



多世代・多機能型交流拠点 ふらっとなんぶ
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住所 東京都狛江市駒井町３-７-１

開館 月～金曜日 ９:００～１７:００（土日祝日、年末年始は休み）

運営 ・社会福祉法人狛江市社会福祉協議会
・社会福祉法人狛江福祉会（こまえ苑）
・子育ての輪

資料２
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障がい分野との関わり

ふらっと Café

市内の障がい事業所に運営
をお願いしている。

イベントで出店協力 利用者・サポーターズ
として来所

イベント時に障がい事業所の
自主製品販売などで協力いた
だいている

施設の清掃

サポーターズとして、庭の畑の水やり
やチラシの仕分け、作品展示などで協
力していただいている。

資料２
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